べてるの家のビデオ鑑賞による精神障害に関する学習 ―テキストマイニングによる分析から― by 田口 修
1. はじめに
筆者の担当する講義 『リハビリテーション介護』 では,
作業療法学専攻 1年生の必修科目, 及び介護学専攻 2年
生の選択科目として, 講義回数 8回を 4 月－5 月期に開




いて説明し, 講義 3回目から 6回目は, 寝たきりから歩
行に至るまでの各動作の介入支援について取り上げるこ
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Learning about Mental Illness by the Bethel House's video
－Based on analyses using text mining－
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要旨
講義 『リハビリテーション介護』 において, 精神障害を理解し当事者の思いを知るために, 浦河べてるの家制作のビデオ
鑑賞を行った. 提出された感想レポートについて KH Coderを用いてテキストマイニングによる分析を行った. 階層的クラ
スター分析では, ｢弱さを認め葛藤を諦める｣ ｢幻聴や被害妄想の七年間｣ ｢仲間と共感の大切さ｣ ｢病気や症状の理解｣ ｢親
に相談することの難しさ｣ ｢辛さ苦しみを学ぶ｣ 以上の 6 つのクラスターが示された. 対応分析では, 作業療法学専攻が
｢幻聴や被害妄想の七年間｣ ｢病気や症状の理解｣ と関連し, 基礎知識として統合失調症の理解に関心を向ける一方, 介護学
専攻では ｢仲間と共感の大切さ｣ ｢辛さ苦しみを学ぶ｣ こととの関連を示し, 臨床実践に関心を寄せることが伺われた.
論 文















あるため, 第 7回と 8回目は, 浦河べてるの家製作のビ
デオ鑑賞を導入し授業を行った. 講義 7回目は, ビデオ
鑑賞に加えてビデオで語られた内容 (表 2) について筆
者が整理し説明を加え, 授業後学生は感想レポートを E















講義 『リハビリテーション介護』 において, 精神障害























子が描かれている. 約 30 分展開されるビデオの各シー









講する作業療法学専攻 1 年生 41 名, 選択科目として受
講する介護学専攻 2 年生 31 名を対象とし, ビデオ鑑賞
後, 筆者は自由記述式の感想について, その内容をレポー
トとして Eメールで提出することを学生に求め, 作業
療法学専攻は 40 件 (登録学生数 41 名, 回収率 98％),
介護学専攻は 31 件 (登録学生数 31 名, 回収率 100％),
計 71 件提出された. この提出された感想レポートの内
容を本分析の対象テキストとして用いた.
分析の方法として, 樋口が作成したテキストマイニン






作業療法学専攻40, 介護学専攻31, 計 71の感想レポー
トを分析対象ファイルとして前処理を実施した. 文章の
単純集計の結果 976 の文が確認された. 総抽出語数 (分
析対象ファイルに含まれているすべての語の延べ数)は
30,076 語, 異なり語数 (何種類かの語が含まれていた
かを示す数) は 1,844 語であった. 助詞や助動詞など,
どのような文章にも現れる一般的な語が除外され分析に
使用される語としては 9,599 語 (異なり語数 1,512) が
抽出された. なお, 複合語検索のうち ｢統合失調症｣
(251), ｢被害妄想｣ (48), ｢七年間｣ (42), ｢べてるの家｣
(34) の 4 語を固有名詞や医療福祉に関する専門用語に
関するものとして強制抽出する語に指定した. 以上の手





(最小出現数 30, 方法Ward法, 距離 Jaccard) を行い,
デンドログラムを作成 (図 1) したところ, 6 種類のク
ラスターに分かれた. それぞれのクラスターを命名し,
その具体的な記述をコンコーダンスによって検索し確認
したうえで, 記述の一部を取り上げ ｢ ｣ 内に示した.
① クラスター 1. ｢弱さを認め葛藤を諦める｣ と命名
する.
このクラスターは, ｢弱い｣ ｢認める｣ ｢諦める｣ ｢方法｣



















② クラスター 2. ｢幻聴や被害妄想の七年間｣ と命名
する.
このクラスターは, ｢幻聴｣ ｢悪口｣ ｢聞こえる｣ ｢被害
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図 1. 階層的クラスター分析によるデンドログラム
③ クラスター 3. ｢仲間と共感の大切さ｣ と命名する.
このクラスターは, ｢大切｣ ｢仲間｣ ｢体験｣ ｢必要｣









④ クラスター 4. ｢病気や症状の理解｣ と命名する.
このクラスターは, ｢統合失調症｣ ｢理解｣ ｢病気｣ ｢知








⑤ クラスター 5. ｢親に相談することの難しさ｣ と命
名する.











⑥ クラスター 6. ｢辛さ苦しみを学ぶ｣ と命名する.
このクラスターは, ｢障害｣ ｢辛い｣ ｢学ぶ｣ ｢関わる｣
























とし, 抽出語の上位 10 語について 1次元の散布図を作
成 (図 2) し, 各専攻を特徴づける語群との関連性を分
析するというものである. 図 2の二つの四角形のうち,
｢OT｣ は作業療法学専攻を, ｢介護｣ は介護学専攻のそ
れぞれの外部変数を表している.
作業療法学専攻の近くに配置され, 作業療法学専攻と
関連性の強い抽出語は, ｢病気｣ ｢知る｣ ｢悪口｣ で構成
された. これらはクラスター 2の ｢幻聴や被害妄想の七
年間｣, 及びクラスター 4 の ｢病気や症状の理解｣ と関
連する抽出語である.
介護学専攻近くに配置され, 介護学専攻と関連性の強
い抽出語は, ｢学ぶ｣ ｢べてるの家｣ ｢体験｣ ｢苦しみ｣
｢必要｣ で構成された. クラスター 3 の ｢仲間と共感の





の大切さ｣ ｢病気や症状の理解｣ ｢親に相談する｣ ｢辛さ
苦しみを学ぶ｣ 以上の 6つのクラスターが示された. 対
応分析では, 作業療法学専攻はクラスター 2の ｢幻聴や
被害妄想の七年間｣ 及びクラスター 4の ｢病気や症状の
理解｣ との関連性が, 一方で介護学専攻ではクラスター
3 の ｢仲間と共感の大切さ｣ ならびにクラスター 6 の
｢辛さ苦しみを学ぶ｣ こととの関連性が示唆された.
クラスター 1の ｢弱さを認め葛藤を諦める｣ について
は, ビデオ映像の終盤, 主人公の女性は, べてるにおけ
る仲間や医師との出会いを通して, 受容の体験を得るこ
とで, 病いとの向き合い方を語るシーンがある (表 2.





とになり, 今後, 自分を強くするための材料になる｣ と
述べている. 川村医師が病いの経験は人生上のゆたかな
経験になりうるとコメントしたように (表 2. ビデオ場






















クラスター 3の ｢仲間と共感の大切さ｣ については,
ビデオでは同じ病気を持つ仲間と話し共感することが嬉
しいと思えることの大切さを, 当事者との語らいの場面
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クラスター 4の ｢病気や症状の理解｣ については, ビ
デオのなかで主人公の女性は困難や苦しみや伴う被害妄
想や幻聴といった病気の症状について繰り返し語ってい








クラスター 5の ｢親に相談する｣ については, 主人公
の女性は身近な存在であるはずの親に相談しても話しは
噛み合わず伝わらない様子についてビデオのなかで語っ













クラスター 6の ｢辛さ苦しみを学ぶ｣ については, 主
人公の女性は統合失調症の症状やそれに伴う辛さや苦し
みビデオのなかで語っている (表 2. ビデオ場面 1-10).
学生のレポートでは ｢統合失調症の症状やそれに伴う辛



















作業療法学専攻では, クラスター 2の ｢幻聴や被害妄











介護学専攻では, クラスター 3の ｢仲間と共感の大切
さ｣ 及び, クラスター 6の ｢辛さ苦しみを学ぶ｣ ことと











場面において (表 2. ビデオ場面 1-10, 14-15), 当事者
の仲間は主人公の女性の語る言葉を受け止め, 悩みや苦
しみを会話のなかに受け止めていく共有と共感の姿を見










を行ったところ, クラスター 4 ｢病気や症状の理解｣,
及びクラスター 2 ｢幻聴や被害妄想の七年間｣ といった
統合失調症の精神症状に関するコメントがみられ,とく
に初学者である作業療法学専攻 1年生の特徴として捉え
られた. またクラスター 6 ｢辛さ苦しみを学ぶ｣, 及び
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